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５

お知らせ

　国勢調査／道の駅第２期工事 ほか
９

まちの話題・連載

　聖湖マラソン／健康通信／防災最前線 ほか
12

お知らせ掲示板

　子ども手当／特別障害者手当 ほか
15

高原からの花便り

　行く秋の灯火、キバナアキギリ
16

　ウエスタンリーグ広島中日戦が行われました。試合は、２対１で田中彰選

手のサヨナラヒットでカープが見事勝利しました。試合後、グラウンド整備

や球場のごみ集めで活躍した小中学生に対してカープの選手たちが直接指

導する野球教室が行われました。あこがれのカープの選手を前に最初は緊

張がちな子どもたちでしたが、次第に本領を発揮し、選手と一緒にボールを

元気よく追いかけていました。（写真は子どもたちを指導する山内敬太選手）

憧れの選手とともに　　　　　　  　　　  野球教室



新
町
建
設
計
画
事
業
仕
分
け

８
月
21
日
・
22
日
実
施

　

本
町
で
は
、
社
会
情
勢
や
経
済
情
勢

の
変
化
等
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
本
町
の
財
政
状
況
を

踏
ま
え
、
真
に
有
効
な
事
業
や
町
民
が

生
活
し
て
い
く
上
で
真
に
必
要
で
あ

り
、
緊
急
性
を
有
す
る
事
業
を
優
先
的

に
実
施
し
て
い
く
た
め
の
参
考
と
す
る

た
め
、
新
町
建
設
計
画
の
中
の
29
事
業

を
対
象
に
公
開
事
業
仕
分
け
を
８
月
21

日
・
22
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

北
広
島
町
で
は
初
の
実
施
と
な
り
、

二
日
間
で
90
人
の
傍
聴
人
が
見
つ
め
る

中
、
４
人
の
仕
分
け
人
が
該
当
事
業
に

つ
い
て
質
問
し
、
事
業
の
仕
分
け
結
果

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
事
業
仕
分
け
結
果
及
び
委

員
の
方
の
意
見
を
参
考
に
し
、
議
会
や

住
民
の
方
と
の
議
論
を
深
め
、
町
と
し

て
の
方
向
性
を
整
理
す
る
予
定
で
す
。

問　

総
務
課
行
政
管
理
係

　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１

■
実
施
概
要

仕
分
け
人

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

１
人

　

仕
分
け
人　

４
人

仕
分
け
区
分

　

○
実
施
又
は
実
施
予
定
事
業

計
画
通
り
実
施
か
、
実
施
の
方
向

性
で
事
業
を
見
直
す
。

　

○
凍
結
（
要
検
討
）
事
業

事
業
内
容
の
検
討
が
必
要
。
検
討

の
後
、
実
施
す
る
か
ど
う
か
を
判

断
す
る
。

　

○
執
行
停
止
事
業

５
年
間
は
実
施
を
見
送
る

仕
分
け
方
法

　

事
業
の
必
要
性
・
有
効
性
・
緊
急
性

な
ど
を
議
論
し
、
仕
分
け
人
４
人
が
上

記
の
区
分
に
仕
分
け
、
多
数
決
に
よ
り

仕
分
け
結
果
を
決
定
し
ま
し
た
。
同
数

の
と
き
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
判

断
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。
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事業
番号

事業名等 地区名 仕分け結果 仕分け人の主なコメント

1 1　八重東地区プール建設事業 千代田 執行停止

○他の小学校及び地区プールの将来的な改修計画を考慮
すると八重東小学校である必然性は弱く、 千代田地区
プールの改修が長期的にはよいのでは。

○平成 24 年度からの中学校の水泳授業導入を考えるとプ
ール再編を考えるべき。 千代田地区プールの改修を検
討する方向がよい。

2-1

史跡等整備事業

2駿河丸城跡整備事業
3日山城跡整備事業
4日山城跡土地買上事業

大朝
千代田

凍結 （要検討）

○地域のアイデンティティ形成には重要性が高いが、 予算
をかけず実施すべき。

○重要な地域の史跡資源は一度失うと二度と取り返せな
い。 保存と有効活用は必要かつ重要だが、 民地利用等
検討すべき。

2-2
史跡等整備事業

5古保利山歴史公園建設
千代田 執行停止

○あるにはあってよいが、 緊急性は感じない。
○計画の具体化 （経費、 建物内容） 検討すべき。

2-3
史跡等整備事業

6博物館建設工事
千代田 執行停止

○現状では、 現在進行中の拠点整備で十分。
○歴史館、 伝承館が新たに整備されたため、 建設は不要。

3
7ふれあいセンター （中央公民館） 建
設事業

千代田 凍結 （要検討）

○建替えの必要性はある。 類似施設との関係を整理すべ
き。 入居予定者の見直しも必要。

○必要性は否定できないが、 予算規模は最小限縮小す
べき。 ただし、 バリアフリー化等必要不可欠なものには、
投資したほうがよい

4
広葉樹林文化の里づくり

8基本計画策定
9 コテージ

芸北 執行停止

○生物多様性きたひろ戦略により、 策定予定の計画を発
展的に継承しており、 計画策定は不要。 コテージは民宿
が機能を代行不要。

○�現在実行中のプロジェクト事業で、 目的達成できる。
　　緊急性や計画の熟度も低い。

5 0図書館車整備事業 全域 執行停止

○アクセス方法の一つとして図書館車は有効だが、 福祉等
を利用したデリバリー方法を確立するほうが効果的。

○利用者があまり多くなく、 ステーションの位置関係により、
結局は利用できない人が出てくる可能性がある。

6 生活環境整備 （エコプラザ） 事業 大朝 凍結 （要検討）

○町の名声を高める事業であれば実施したほうがよいが、
NPO のパフォーマンスが悪くなった場合は即時中止した
ほうがよい。 町に経済的メリットが発生していないことにも
留意すべき。

○官・民の役割分担の整理が必要。 併せて契約や手続き、
修理負担、 利益分配方法についても検討必要。

7
地域文化振興施設
　　（美術館、文教文化ゾーン、歴史文化ゾーン）

大朝 執行停止

○現時点では 5 億円をかけて美術館を建てるだけの必要
性、 緊急性はない。

○高名の美術家の美術館を設けることは意義があるが、 5
億円という費用と今後の運営費用等を考慮すると、 現
段階で中止すべき。

8-1
道の駅整備事業

神楽道場、 ステージ、 工房、 交流
　　　館の設置

千代田 凍結 （要検討）

○伝統芸能の重要性は高いが、 5 億円はやや高コストと思
われる。 できるだけ低コストとすべき。

○箱モノではなく、 現状の道の駅施設等をソフト面で充実
させることにより対応できないか。 伝承館との連携も必要

8-2
道の駅整備事業

農産物集出荷施設、 販売所併設
　　（レストラン含む）

千代田 凍結 （要検討）

○販売、 レストラン施設は必要。 集出荷施設については、
隣接の既存施設を含めて検討が必要。

○集出荷施設は必要と思われるが、 レストランについては、
高付加価値の商品、 メニューの開発の目処を先につける
べきである。

8-3
道の駅整備事業

河本広場用地取得 （伝統芸能の館）
河本広場用地取得 （集出荷施設）

千代田 執行停止

○伝統芸能関連施設を整備しないとすれば、 購入済の土
地で十分である。

○グランドゴルフで利用している土地の利用方法について
は、 内容を新規に検討した上で、 土地取得を考えるべ
きである。

9-1
住宅建設事業

公営住宅建設 （雄鹿原）
公営住宅建設 （志路原）

芸北
豊平

実施又は実施予定
○民間住宅の少ない地区での定住促進のために公営住宅

の果す役割は大きい。

仕分け結果一覧

� Public Relations Kitahiroshima
2010.10



事業
番号

事業名等 地区名 仕分け結果 仕分け人の主なコメント

9-2
住宅建設事業

住宅用地分譲
大朝 実施又は実施予定

○定住者の需要が見込まれる場合は、 実施すべきである。

9-3
住宅建設事業

優良田園住宅建設促進
大朝 執行停止

○特に緊急性が感じられない。

9-4
住宅建設事業

公営住宅建替事業
実施又は実施予定

○将来的な高齢化対策の一環としても必要となってくるの
ではないか。

10-1
川小田結の里づくり事業

町営住宅 「エコビレッジ」 整備事業
芸北 凍結 （要検討）

○別荘のような住宅団地というのが適切かどうか疑問。
○需要調査等をしっかりと行った上で、 適正規模で実施す

べき。

10-2
川小田結の里づくり事業

親水公園整備事業
芸北 執行停止

○河川の安全面から緊急性が低いのであれば、 あえて 2
億円を投じて整備しなくてよいのではないか。

○既に美しい自然に囲まれた土地であるので、 公園として
の機能は既存のままでも十分に発揮可能である。

10-3
川小田結の里づくり事業

みんなの森づくり事業 「コナラ公園」
芸北 執行停止

○芸北地域全体の中での必要性は感じられない。
○芸北の自然を生かす公園なのか、 地域住民の集う公園

なのか、 いまひとつコンセプトと必要性がわからない。

11 芸北オークガーデン芝広場整備事業 芸北 実施又は実施予定

○照明工事を外し、 需要をもう少し調べた上で計画の熟
度を上げ、 実施する。

○中国地方に他の類似施設がないのであれば、 よい地域
資源になるだろう。 ただし、 照明工事等は不要かもしれ
ないので、 できるだけ費用を抑えた計画で実施すべき。

12-1
芸北広域農道整備事業関連

農産物集出荷施設
豊平 実施又は実施予定

○広域農道のための施設が必要ということであれば実施す
る方向になるのだが、 それにしては熟度が低い。 事業
費の規模を含め、 しっかりとした計画を立てた上で実施
すべき。

○農協合併と町村合併が一致しない地域において町が共
同出荷のためのインフラ整備に乗り出すことは意義あるこ
とと考える。 投資規模は検討が必要。

12-2
芸北広域農道整備事業関連

家畜糞尿醗酵施設
豊平 凍結 （要検討）

○当初計画から状況が変わっているが、 計画がしっかり考
えられていない。 再度、 計画を作り直した上で判断すべ
き。

○事業費が過大ではないか。 大幅見直しが必要。 現在、
農家が糞尿醗酵を行っているが、 それがどれだけ農家
の負担になっているかにより、 緊急度も異なる。

13
農業振興センター整備事業
　　（県施設利用）

全域 執行停止

○事業内容は既存の施設で遂行できるのではないか。 豊
平分校の買取り、 利用は前向きに考えてもよいと思う。

○豊平分校利用と農業振興センターは分けて議論すべき。
前者は、 県と町で跡地利用について検討すべき。

14  どんぐり荘風呂 豊平 凍結 （要検討）

○風呂改修については賛成する。 工事規模を見直し、 採
算が取れるよう計画を練り直して実施を検討すべき。

○町の集客拠点として重要性がある事は理解できたが、 こ
の機会にもう一度、 将来の収益獲得可能性を検討して
みるべき。
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特集　－ 北広島町の目指す「食育」－

　毎年、10 月 19 日は「ひろしま食育の日」で、この日を含んだ週（10 月 17 日～ 23 日）は「ひ

ろしま食育ウィーク」です。ぜひご家庭や職場などで食について話し合ってみてください。

食育

食事を自分で作れる力

食を選択する力食べる力（食欲）

食に感謝する心

食を大切にする心

食を楽しむ心

>>>　「食育」という言葉をご存知ですか？

>>>　「食育」とは？　（食育基本法前文より抜粋）

>>>　10 月 19 日は「ひろしま食育の日」

「食」をとおして育てる

３つの力と３つの心

　近年、脂質の過剰摂取や野菜の摂取不足、朝食の欠食などの栄養の偏りや食習慣の乱れが多く見

受けられるようになっています。そのような中、「食育」が注目されています。

○生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの。

○様々な体験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食生活を実践す

ることができる人間を育てること。

　○食事のあいさつ「いただきます」「ごちそうさま」を忘れずに！
　○毎日朝食を食べましょう！
　○家族そろって楽しく食卓を囲みましょう！
　○地元の食材を使いましょう！
　○「噛ミング 30（カミングサンマル）※ 1」を目指しましょう！

※ 1  一口 30 回以上噛むことを目標としたキャッチフレーズです。  

一人ひとりできることから、ひとつでも取り組んでみましょう！

� Public Relations Kitahiroshima
2010.10



　

北
広
島
町
で
も
食
育
を
推
進
し
、
３

つ
の
力
と
心
を
育
て
、
町
民
が
健
や
か

に
す
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
地
域
や
学
校
、

行
政
が
行
っ
て
い
る
食
育
に
つ
い
て
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
食

育
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、食
育
の
推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
学
校
で
の
食
育

　

今
年
度
よ
り
栄
養
教
諭
が
八
重
東
小

学
校
に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

八
重
東
小
学
校
で
は
、「
生
き
る
力
」

の
基
礎
と
し
て
「
望
ま
し
い
食
習
慣
を

身
に
付
け
た
児
童
の
育
成
」
を
め
ざ
し

て
、
組
織
的
に
食
育
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

各
教
科
等
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指

導
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
指
導
・
協
力

を
得
て
、
二
年
生
は
、
生
活
科
で
野
菜

作
り
や
、
リ
ン
ゴ
栽
培
体
験
を
し
て
い

ま
す
。
五
年
生
は
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
稲
作
体
験
を
行
う
ほ
か
、
餅
つ

き
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

　

学
級
園
で
栽
培
活
動
を
行
い
、
育
て

る
苦
労
と
収
穫
の
喜
び
を
体
験
す
る
こ

と
も
全
学
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

食
育
に
関
わ
る
学
習
内
容
の
指
導
は
、

栄
養
教
諭
と
と
も
に
計
画
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

給
食
の
時
間
の
指
導
で
は
、
毎
日
発

行
す
る
「
ぱ
く
ぱ
く
通
信
」
や
児
童
の

給
食
放
送
を
も
と
に
、
食
材
や
献
立
、

食
事
マ
ナ
ー
等
に
つ
い
て
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

保
護
者
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
食

育
講
演
会
「
食
で
心
も
体
も
生
き
生
き

と
」
の
開
催
や
毎
月
食
育
通
信
を
発
行

し
、
保
護
者
の
方
と
と
も
に
「
食
」
の

大
切
さ
を
学
び
児
童
の
食
生
活
の
改
善

に
向
け
て
、
協
力
し
て
取
り
組
め
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

◎
野
菜
づ
く
り
で
食
育

　

八
幡
小
学
校
で
は
近
く
の
畑
を
借
り

「
キ
ラ
ラ
畑
」
と
名
付
け
、
十
五
種
類

の
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
野
菜
の
育

て
方
を
教
え
て
も
ら
う
中
で
、
地
域
の

方
と
ふ
れ
あ
っ
た
り
、
無
農
薬
野
菜
で

食
の
安
全
に
つ
い
て
学
習
し
た
り
し
ま

す
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、
給
食
の
食
材

と
し
て
使
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
汗
水

流
し
て
育
て
た
野
菜
を
使
っ
て
の
給
食

は
一
段
と
お
い
し
く
、
会
話
も
弾
み
ま

す
。
野
菜
を
育
て
る
た
め
に
は
、
た
く

さ
ん
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
体

験
し
て
育
て
た
野
菜
だ
か
ら
こ
そ
い
っ

そ
う
お
い
し
く
、
そ
し
て
、
食
べ
物
へ

の
感
謝
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

北
広
島
町
の

「
食
育
」
に
関
す
る

取
り
組
み

　

そ
の
他
、
千
代
田
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
取

り
組
み
と
し
て
、
学
校
給
食
を
生
き
た

教
材
と
し
て
学
習
す
る
た
め
に
、
学
校

給
食
へ
地
場
産
物
（
レ
タ
ス
・
ほ
う
れ

ん
そ
う
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
な
ど
）
を

積
極
的
に
利
用
し
た
り
、
世
界
の
料
理

や
日
本
各
地
の
郷
土
料
理
を
献
立
に
取

り
入
れ
た
り
す
る
こ
と
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
全
小
学
校

で
、
食
生
活
の
改
善
を
め
ざ
し
て
、
毎

週
月
曜
日
を
「
お
お
か
み
マ
ン
デ
ー
」

と
し
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
料
理
（
か

き
あ
げ
、
ご
ぼ
う
・
も
や
し
な
ど
を
使
っ

た
料
理
な
ど
）
を
献
立
に
取
り
入
れ
た

り
し
て
い
ま
す
。

＊
栄
養
教
諭
は
、
児
童
生
徒
の
栄
養
の

指
導
及
び
管
理
を
す
る
職
で
す
。

▲おいしいリンゴが食べられるぞ！

▲グリーンピース、たくさんできたよ！

▲汗を流して食教育。残さず食べるぞ！
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◎
保
育
所
（
園
）
で
の
食
育

　

北
広
島
町
内
の
保
育
所
（
園
）
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
た
食
育
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

季
節
ご
と
に
様
々
な
野
菜
も
作
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
夏
に
は
、
ト
マ
ト
や

き
ゅ
う
り
、
な
す
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
た

く
さ
ん
の
野
菜
が
で
き
ま
し
た
。
菜
園

活
動
を
と
お
し
て
、
苦
手
な
野
菜
も
が

ん
ば
っ
て
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
秋
に
は
、
夏
先
に
植
え
た
さ
つ
ま

芋
の
収
穫
を
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
カ
レ
ー
作
り
や
お
や
つ
作
り

な
ど
の
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。
保
育
所
で
の
食
育
は
、
食
を
と

お
し
た
体
験
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

◎
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
食
育

　

保
健
課
で
は
、町
内
の
保
育
所
（
園
）

の
園
児
を
対
象
に
、
食
育
出
前
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、

成
長
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
、
豊

か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
も
、

「
食
」
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
保
健
師
・
栄
養
士

が
、「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

を
テ
ー
マ
に
、黄
（
主
食
）、赤
（
主
菜
）、

緑
（
副
菜
）
の
３
色
が
そ
ろ
っ
た
朝
ご

は
ん
を
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し

て
い
ま
す
。

　

「
朝
食
を
食
べ
る
と
心
も
身
体
も

シ
ャ
キ
ー
ン
と
し
て
、
１
日
元
気
に
過

ご
せ
る
よ
！
」

◎
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
食
育

　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
出
前
教
室
で

は
、
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
お
口
や
舌

の
体
操
、
パ
タ
カ
ラ
ナ
の
発
音
（
口
や

舌
が
よ
く
動
く
発
音
）
な
ど
を
す
る
こ

と
で
、
よ
く
噛
め
る
と
い
っ
た
話
し
を

し
て
い
ま
す
。

　

今
の
食
生
活
は
、
や
わ
ら
か
い
献
立

が
多
く
、
噛
ま
な
い
・
噛
め
な
い
子
ど

も
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど

も
だ
け
で
な
く
大
人
に
も
言
え
ま
す
。

　

「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
と
、
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
、歯
や
顎
が
丈
夫
に
な
り
、

口
が
き
れ
い
に
な
る
。
力
が
わ
い
て
、

頭
も
さ
え
る
！
」

　

家
庭
で
も
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
学
校
給
食
で
食
育

　

地
産
地
消
の
取
組
み
と
し
て
、
地
元

の
食
材
や
野
菜
を
学
校
給
食
に
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　

お
米
は
も
ち
ろ
ん
北
広
島
町
産
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
で
、
季
節
の
野
菜
も
た
く
さ

ん
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
の

産
品
（
手
づ
く
り
こ
ん
に
ゃ
く
や
漬
物
、

て
ん
ぺ
な
ど
）
も
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に

登
場
し
ま
す
。
昨
年
は
町
内
に
整
備
さ

れ
た
米
粉
用
製
粉
機
で
米
を
粉
状
に
し
、

学
校
給
食
週
間
に
米
粉
パ
ン
を
献
立
に

入
れ
ま
し
た
。「
も
っ
ち
り
し
て
お
い
し

い
！
」
と
大
好
評
。
今
年
度
も
11
月
に

実
施
予
定
で
す
。
米
粉
は
揚
げ
物
の
衣

や
シ
チ
ュ
ー
の
ル
ウ
、
お
好
み
焼
き
な

ど
、
幅
広
く
使
っ
て
い
ま
す
。

▲米粉パン・魚介スープ・ハムサラダ・ぱりぱりごぼう

▲園児と保護者でうどんづくりに挑戦！

▲食べたものは体の中でどうなるの？

▲唾液腺マッサージの様子
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◎
地
域
で
食
育

　

北
広
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

に
は
、
現
在
、
74
人
の
推
進
員
が
い
ま

す
。
地
域
で
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
住
民
の
方
へ
「
食
」
を
通
し
た
健
康

づ
く
り
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
年
数
回
の
研
修
会
を

行
い
、
そ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
家

庭
で
実
践
し
、
隣
近
所
や
知
人
・
職
場
・

地
域
な
ど
へ
広
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

地
域
で
調
理
実
習
や
一
品
料
理
の
試
食

な
ど
を
行
っ
て
レ
シ
ピ
を
配
布
し
、
家

庭
で
の
健
康
的
で
豊
か
な
食
生
活
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
町
事
業
へ
の
協
力
や
関

係
機
関
と
の
協
働
事
業
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

健
康
増
進
計
画
「
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ

し
ま
」
の
推
進
を
行
い
、
朝
食
を
毎
日

摂
る
こ
と
や
野
菜
を
毎
日
両
手
い
っ
ぱ

い
摂
る
こ
と
の
ス
ス
メ
、
豆
料
理
の
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、『
「
食
か

ら
始
ま
る
健
康
」
～
ご
は
ん
を
お
い

し
ゅ
う
食
べ
て
ま
め
に
や
り
ま
し
ょ
う

で
～
』。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
推
進
員
さ
ん
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
！

日
時　

平
成
22
年
11
月
27
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

会
場　

千
代
田
開
発
セ
ン
タ
ー

料
金　

入
場
無
料

演
題　

「
食
が
生
み
出
す
家
族
の
絆
」

講
師　

竹
下
和
男
さ
ん

著
書　

「
弁
当
の
日
」
が
や
っ
て
き
た

　
　
　

台
所
に
立
つ
子
ど
も
た
ち
な
ど

主
催

　

北
広
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　

北
広
島
町
・
北
広
島
町
教
育
委
員
会

＊
会
場
に
は
託
児
所
を
設
置
し
て
い

ま
す
。（
要
予
約
）

　　

子
ど
も
が
作
る
「
弁
当
の
日
」
を

実
践
さ
れ
た
、
香
川
県
綾
川
町
立
綾

上
中
学
校
元
校
長
の
竹
下
和
男
さ
ん

を
迎
え
て
、
食
育
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

竹
下
さ
ん
の
食
育
の
実
践
は
、
テ

レ
ビ
・
雑
誌
で
広
く
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
講
演
を
聴
か
れ
た
北
広
島
町
食

生
活
改
善
推
進
員
か
ら
、「
ぜ
ひ
、
町

民
の
み
な
さ
ん
に
も
こ
の
心
温
ま
る

お
話
を
聴
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
熱
意
か
ら
、
こ
の
講
演
会
が
実
現

し
ま
し
た
。

　

竹
下
さ
ん
の
言
わ
れ
る
「
弁
当
の

日
」
は
、
子
ど
も
が
親
の
手
を
一
切

借
り
ず
に
弁
当
を
作
る
と
い
う
日
で

す
。

　

こ
の
活
動
か
ら
、
子
ど
も
自
身
が
、

食
の
大
切
さ
や
命
の
大
切
さ
、
家
族

の
絆
、
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
に
気
づ

い
た
と
い
う
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
。

　

と
て
も
優
し
い
お
人
柄
で
、
お
話

を
聴
く
と
必
ず
幸
せ
な
気
持
ち
に
な

れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
、
お
誘
い
合
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。 食

育
講
演
会
の
お
知
ら
せ

問　

北
広
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
事
務
局
（
保
健
課
健
康
増
進
係
）


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

▲子ども料理教室、今日は何ができるかな？

▲研修会の様子、食について学びます
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国
勢
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。
国
勢

調
査
は
、
国
が
行
う
統
計
調
査

の
中
で
最
も
重
要
な
調
査
で
す
。
国

勢
調
査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
自
治

体
が
作
成
す
る
計
画
や
施
策
で
使
わ

れ
、
社
会
福
祉
、
雇
用
対
策
、
生
活

環
境
の
整
備
な
ど
、
住
民
の
暮
ら
し

の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
円
滑

な
調
査
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
回
答
方
法

　

今
回
の
国
勢
調
査
で
以
前
よ
り
大

き
く
変
わ
っ
た
点
の
一
つ
に
回
答
方

法
が
あ
り
ま
す
。
従
来
ど
お
り
調
査

員
に
手
渡
し
て
提
出
す
る
方
法
の
他

に
、
郵
送
に
よ
る
提
出
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
、
昼
間

忙
し
い
の
で
な
か
な
か
調
査
員
と
会

う
時
間
が
な
い
と
お
悩
み
だ
っ
た
方

は
、
ぜ
ひ
郵
送
に
よ
り
回
答
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
料
は
国
が

負
担
し
ま
す
の
で
、
切
手
は
貼
ら
ず

に
専
用
の
郵
送
用
封
筒
で
、
ポ
ス
ト

に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

■
調
査
票
の
配
布

　

９
月
下
旬
よ
り
調
査
票
の
配
布
を

行
い
ま
す
。
配
布
は
、
国
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
調
査
員
が
行
い
ま
す
。
も
し
、

９
月
30
日
を
過
ぎ
て
も
調
査
票
が
配

布
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
役
場
企

画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出
は
10
月
７
日
ま
で
に
！

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
く
内

容
は
、
10
月
１
日
時
点
で
の
世
帯
の

状
況
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

記
入
は
え
ん
ぴ
つ
か
シ
ャ
ー
プ
ペ

ン
シ
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。
ボ
ー
ル

ペ
ン
で
は
記
入
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

調
査
票
の
提
出
は
10
月
７
日
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

■
個
人
情
報
は
厳
重
に
保
護
さ
れ
ま
す

　

今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
調
査
員

10
月
１
日

国
勢
調
査
ス
タ
ー
ト

は
調
査
票
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
。

調
査
票
を
封
筒
に
封
入
し
て
提
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
開
封
は
役
場
で
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
の
方
か
ら
申
し
出
が

あ
れ
ば
、
調
査
員
も
調
査
票
を
確
認

で
き
ま
す
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

　

国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
国
が
設
置
し
た
国

勢
調
査
専
用
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
、

午
前
８
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
問
い

合
わ
せ
を
受
け
付
け
ま
す
。
設
置
期

間
は
10
月
31
日
ま
で
で
、
土
日
祝
日

も
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー


０
５
７
０
‐
０
１
‐
２
０
１
０

問　

企
画
課
企
画
調
整
係


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

■
自
主
防
災
会
の

活
動
助
成
制
度
を
活
用
く
だ
さ
い

　

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
自
主
防
災
会

の
設
立
時
の
費
用
や
防
災
資
機
材
の
購

入
に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
補
助
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
規
に
設
立
す
る
と
き

　

１
万
円
＋

　
　
　
　

（
構
成
世
帯
数
×
２
０
０
円
）

資
機
材
を
整
備
す
る
と
き

　

５
万
円
＋

　
　
　
　
　

（
構
成
世
帯
数
×
１
千
円
）

　

新
規
結
成
の
団
体
は
２
つ
の
補
助
を

同
時
に
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課
総
務
係


０
５
０-

５
８
１
２-

２
１
１
１
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きたひろネットの宅内配線工事
早めに依頼を！

きたひろネットに加入している方で、
まだ宅内配線工事を宅内工事登録店に依頼していない方は、
早めに依頼してください。

　ケーブルテレビは、加入した世帯がすべてつながっている状態になります。

工事に不備があった場合、ほかの世帯に影響を及ぼす場合がありますので、必

ず宅内工事登録店へ発注をお願いします。なお、宅内工事登録店は、地域に関

係なく選ぶことができます。（きたひろネット宅内工事登録店一覧表は、広報

きたひろしま３月号をご覧ください）

　すでにお知らせしておりますが、千代田地域は、ＪＡ広島北部千代田支店の

ゆうあいネットの告知放送が、平成 22 年９月 30 日に終了します。

問　きたひろネットセンター　０５０- ５８１２- ７４４７
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道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

第
２
期
整
備
に
向
け
て

検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田
の
第
２
期
整
備
に
関
す
る
基
本
構
想
に
つ
い
て
町

長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議
す
る
「
道
の
駅
第
２
期
整
備
検
討
委
員
会
」
を
９

月
１
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
、
専
門
家
や
観
光
協
会
、
商
工
会
、
産
直
関
係
者
な
ど
か
ら
組

織
し
、
道
の
駅
の
産
直
機
能
の
拡
充
な
ど
拠
点
性
や
集
客
力
を
高
め
る
た
め
の
具

体
策
を
検
討
し
ま
す
。

■道の駅第２期整備検討委員会委員名簿

伊 勢 田 博 志 （有）サポート・エムツゥ

山 根 敬 三 北広島町観光協会

水 本 幸 二 北広島町商工会

山 本 寿 一 舞ロード出荷者代表（農産物）

寺 岡 浩 一 郎 舞ロード出荷者代表（加工品）

田 村 勝 子 専業農家・農業委員

郷 田 純 子 からしろ館

桑 原 洋 介 （有）さんさん市

久 茂 谷 美 保 之 （農）芸北どか雪野菜クラブ

岩 﨑 奈 穂 あいがも農法・養鶏

増 田 恵 二 ＮＰＯ広島神楽芸術研究所
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地
球
温
暖
化
防
止
の
意
識
醸
成
を

加
速
さ
せ
る
た
め
、
集
客
力
の

高
い
道
の
駅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
及
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）

照
明
器
具
を
広
島
県
の
事
業
を
活
用

し
て
設
置
し
ま
し
た
。

　
　

企
画
課
企
画
調
整
係


０
５
０ - 

５
８
１
２ -

１
８
５
６

太陽光発電システムとＬＥＤ照明による省エネ・グリーン化

道の駅舞ロード IC 千代田が
環境にやさしい道の駅に
生まれ変わりました。

①太陽光発電システム

年間発電量 約１１，６４５kwh

年間電気料金削減額 約２２万円

年間 CO2 削減量 約６ｔ

②ＬＥＤ照明

年間消費電力削減量 約６，２８３kwh

年間電気料金削減額 約９万円

年間 CO2 削減量 約２ｔ
※効果は予想であり、実際の数値とは異なります。

問

■
産
直
市
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

広
島
広
域
都
市
圏
で
は
、
農
産
漁
村

の
活
性
化
と
地
産
地
消
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
産
直
市
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
期
間

　

10
月
１
日
～
12
月
31
日

参
加
方
法

　

広
島
広
域
都
市
圏
８
エ
リ
ア
内
、
約

24
か
所
の
産
直
市
に
ス
タ
ン
プ
を
設
置

し
、
異
な
る
エ
リ
ア
の
産
直
市
の
ス
タ

ン
プ
を
３
個
以
上
集
め
、
申
し
込
み
を

し
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
50
名
様
に
特

産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ス
タ
ン

プ
シ
ー
ト
は
、
参
加
産
直
市
や
広
島
広

域
都
市
圏
形
成
懇
談
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
り
ー
ぶ
ら
」
か
ら
入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

町
内
参
加
産
直
市

　

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田

広
島
広
域
都
市
圏
ニ
ュ
ー
ス■

地
産
地
消
取
り
組
む
飲
食
店
募
集

　

広
島
広
域
都
市
圏
で
は
、
圏
内
の
地

産
地
消
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
圏
内
の
農
水
産
物
を
積
極
的
に
食

材
と
し
て
使
用
し
、
地
産
地
消
に
取
り

組
ん
で
い
る
飲
食
店
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

申
請
方
法

　

広
島
広
域
都
市
圏
形
成
懇
談
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
り
ー
ぶ
ら
」
か
ら
申
請
書

を
出
力
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

同
懇
談
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。

飲
食
店
の
紹
介

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
り
ー
ぶ
ら
」
で
紹

介
し
ま
す
。
な
お
、
食
材
と
し
て
使
用

し
て
い
る
圏
内
産
の
農
水
産
物
の
内
容

を
可
能
な
限
り
店
内
に
表
示
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広島広域都市圏とは･･･

広島市と通勤、通学や
買い物などでつながり
の深い、西は山口県の
柳井エリアから東は
三原エリアまでの 11
市 12 町で構成し、圏
域全体の発展に寄与す
ることを目的に連携し
て、様々な交流を行っ
ています。

◎問い合わせ
広島広域都市圏

形成懇談会
〒 730-8586
広島市中区国泰寺1-6-34
０８２-５０４-２０１４
ホームページりーぶら
http://www.ri-bura.com/

まるで
太陽光パネルの
段々畑みたい！



救急隊員から応急処置の指導を受ける防災会のみなさん

自主防災組織の結成

筏津自主防災会が発足

　このたび、追坂、筏津上・下地区で構成する

筏津連合会を母体として、筏津自主防災会（会

長　杉本武信さん　ほか56世帯）が発足しま

した。大朝地域では、「自主防災田原」、自主防

災からしろ会」に続いて３団体目となります。

本会の防災計画には、住宅火災警報器の設置や

災害時の安否確認、避難誘導、危険箇所の確認

などが定めてあり、地域ぐるみの安心・安全を

目指して、これからの活動が期待されます。

八幡地区の自然の中を走るランナーたち

夏の陽射しにも負けず、豊平病院の草刈りを行う、阿坂老人クラブ

灯籠流し

８月６日への思いとともに灯籠を流す

　８月６日、古保利公園で灯籠流しが行われま

した。原爆で亡くなられた方の慰霊と平和への

願いを込めて、原爆被害者の会が開催している

もので、今回で３回目になります。公民館等で活

動している津軽三味線同好会「チーム４４６舞

台」の演奏が行われ、夏の夜に響く三味線の音

色に聞き入った後、参加者全員で手作りの灯籠

を流し、薄闇の中に灯る灯籠の明かりを平和へ

の願いをこめて見つめていました。

オープニングセレモニーの様子

第27回八幡高原聖湖マラソン大会

3,144 人が高原を走る

　９月５日、八幡高原聖湖マラソン大会が開催さ

れ、ハーフ・10キロ・５キロの３コースを3,144人

の参加者が走り、自然の中のマラソンを楽しんで

いました。参加者は６歳から86歳までと幅広く、

多くの方が会場を賑わしていました。

　ハーフマラソン女子１部で大会記録を更新し

た、東広島市から参加の相原千尋さんは「山の中

を走るのが楽しかった。来年もぜひ走りたい」と

来年への意欲を見せていました。

豊平病院草取り

地元老人クラブが奉仕作業

　夏真っ盛りの陽射しの中、阿坂老人クラブに

よる豊平病院の草取りが行われました。社会貢

献の一環として、地元にある豊平病院の草取り

を行い、駐車場周辺の草取り、入院患者の部屋

に面した２階庭園の植木せん定で病院をきれい

にしました。病院の職員も草取りを行い、一緒

になって汗を流しました。病院の山根事務部長

は、「今後も地域の皆様の期待に応えられる病院

としてがんばっていきます」と喜んでいました。
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■ポイント

○腕を曲げながら、腕を横に振

り上げる。

○腕は真横まで上げる。

○ひざを伸ばしてかかとを上げ

る。

会合やグラウンドゴルフの前

など、いろいろな機会にラジオ

体操をしたいという方は、ラジ

オ体操ＣＤの貸し出しをして

います。ご希望の方は、保健課

又は各保健センターにお申し

出ください。

◎
親
子
で
ラ
ジ
オ
体
操

　

芸
北
地
域
雄
鹿
原
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
行
事
で
は
、
毎
年
、
夏
休

み
親
子
体
操
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
７
月
25
日
に
、

親
子
・
先
生
方
み
ん
な
と
ラ
ジ

オ
体
操
を
し
た
後
に
、
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
、
長
縄
跳
び
ゲ
ー

ム
を
行
い
ま
し
た
。
親
子
で
の

楽
し
い
早
朝
の
ひ
と
と
き
に
な

り
ま
し
た
。
来
年
は
、
み
な
さ

ん
の
地
域
で
も
、
親
子
・
地
域

で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
、
さ
わ
や

か
な
朝
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

生
活
の
中
に
、

ラ
ジ
オ
体
操
を

取
り
入
れ
て

み
ま
せ
ん
か

◎
ラ
ジ
オ
体
操
の
ポ
イ
ン
ト

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
、
動
作
の
ひ

と
つ
ひ
と
つ
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
意
識
す
る
と

よ
り
効
果
的
で
す
。
今
月
は
、

　

今
回
は
、」
本
地
に
お
住
ま

い
の
「
青
木
實
男
さ
ん
」
の
と

こ
ろ
へ
、
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ

し
ま
の
メ
ン
バ
ー
で
取
材
へ
行

き
ま
し
た
。
青
木
さ
ん
は
大
正

５
年
の
生
ま
れ
で
、
現
在
94
歳

で
す
。
普
段
は
朝
３
時
に
起
き

て
野
菜
の
出
荷
（
と
く
に
ピ
ー

マ
ン
）
の
準
備
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

元
気
（
健
康
）
を
保
つ
秘
訣

と
し
て
、
ま
ず
は
「
食
生
活
」

に
気
を
つ
け
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
特
に
、
お
か
ず
で
は

野
菜
が
主
役
と
な
る
よ
う
に
し

っ
か
り
摂
る
こ
と
。
肉
は
豚
肉

を
好
ん
で
食
事
に
摂
り
入
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
日
常

生
活
で
水
分
を
し
っ
か
り
摂
る

よ
う
に
努
め
て
い
る
が
、
特
に

ウ
ー
ロ
ン
茶
を
飲
ん
で
い
る
と

の
こ
と
。
過
去
に
は
お
酒
を
た

く
さ
ん
飲
ん
で
い
た
時
期
も
あ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
膀
胱

結
石
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
現
在
は
お
酒
を
一
切
飲
ん

で
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

「
忙
し
い
の
が
元
気
な
証
拠
」

と
の
言
葉
に
、
庭
や
家
の
な
か

の
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
い
る

の
を
見
て
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で

青
木
さ
ん
の
元
気
の
秘
訣
に
納

得
し
ま
し
た
。

　

（
取
材
／
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
）

明
治
・
大
正
生
ま
れ
の
お
元
気
さ
ん
！

～ 

元
気
の
秘
け
つ
は
何
？ 

～

親子ラジオ体操

ラ
ジ
オ
体
操
第
一
か
ら
「
腕
を

振
っ
て
脚
を
曲
げ
伸
ば
す
」
体

操
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
体

操
は
、
腕
と
脚
を
刺
激
し
て
、

全
身
の
血
行
を
促
進
し
ま
す
。

■ウインナーと野菜の
トマトスープ

トマトとウインナーからうま味
が出て、パンにもごはんにもよ
く合い、おいしくいただけます。
①トマト、キャベツ、玉ねぎな
どの野菜とウインナーをザクザ
クと荒く切り、バターで軽く炒
める。
②水とコンソメを足して少し煮
て、塩とこしょうで味を調える。

◎
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
後
は
、

　

し
っ
か
り
朝
食
を
食
べ
よ
う

　

野
菜
が
た
っ
ぷ
り
摂
れ
る
簡

単
な
ス
ー
プ
の
作
り
方
を
紹
介

し
ま
す
。
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　康
通
健

信

Healthy
Communication

第 65 回
保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ



Fi
re

fig
hting spirits

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119
IP050-5812-1119

住
宅
用
火
災
警
報
器

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す

大
切
な
家
族
や
財
産
を
守
る
た
め
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
！

住宅用火災警報器は「寝室」に ! !
住宅火災による死者の多くは「寝室」で就寝中に発生しています。

寝　

室

住
ん
で
い
る
方
の
寝
室
に
は
「
必
ず
」
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

階
段
室

２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
に
必
要
で
す
。

台　

所

設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

警報器の
設置場所

　

体
育
館
な
ど
の

［
催
し
も
の
］

届
出
を
し
ま
し
ょ
う
!

　

北
広
島
町
の
火
災
予
防
条
例
で
は
、

集
会
所
や
体
育
館
で
、「
神
楽
上
演
」
や

「
映
画
鑑
賞
会
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
際
に
、
そ
の
旨
を
消
防
署
へ
届
け
出

る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
劇
場

の
よ
う
な
専
用
の
消
防
設
備
が
無
い
建

物
に
、
大
勢
の
方
が
入
場
す
る
事
か
ら

必
要
な
の
で
す
が
、
来
場
者
に
安
心
し

て
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

に
も
、
主
催
者
は
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

寝室につけなかった場合寝室につけた場合
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保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報



■
子
ど
も
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

○
子
ど
も
手
当
の
現
況
届
を

お
忘
れ
な
く
！

　

現
況
届
の
提
出
が
ま
だ
の
方
は
、
お

早
め
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
以
降
（
10
月
支
給
分
）
の
手
当

は
、「
現
況
届
」
が
提
出
さ
れ
る
ま
で

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◎
父
子
家
庭
に
児
童
扶
養
手
当
を
支
給

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
平
成
22
年
８
月
１
日
か

ら
父
子
家
庭
の
父
に
も
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。（
初
回
支
給
：
12

月
支
給
分
、
所
得
制
限
有
）

○
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
申
請
（
認
定
請
求
）
が
必
要
で
す
。

○
役
場
福
祉
課
・
各
支
所
自
治
振
興
課

に
ご
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

平
成
22
年
11
月
30
日
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
11
月
30
日
を

過
ぎ
る
と
、
申
請
の
翌
月
か
ら
の
支

給
に
な
り
ま
す
。）

問　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

■
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

　

障
害
者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅

の
重
度
障
害
者
に
対
し
、
特
別
障
害
者

手
当
が
支
給
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
20
歳
未
満
の
方
に
は
、
障
害

児
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
が
一
定
の
額
を
超
え
て
い
る

方
、
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
、
病
院

等
に
継
続
し
て
３
か
月
以
上
入
院
し
て

い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

申
請
に
は
医
師
の
診
断
書
等
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
役
場
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
自
治
振
興
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課
福
祉
係


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
１

■
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

北
広
島
町
で
は
、
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

特
定
不
妊
治
療
を
受
け
ら
れ
て
い
る
夫

婦
に
、
そ
の
治
療
費
の
一
部
を
助
成
す

る
「
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

体
外
受
精
・
顕
微
授
精
等
の
特
定
不

妊
治
療
は
、
医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
ず
、

高
額
な
負
担
が
伴
い
ま
す
。
現
在
、
県

に
お
い
て
治
療
費
の
助
成
制
度
が
有
り

ま
す
が
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
も
な

お
か
つ
自
己
負
担
が
生
じ
る
方
に
対
し

て
、
一
回
15
万
円
を
上
限
に
助
成
金
を

交
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問　

保
健
課
健
康
増
進
係


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

■
在
宅
緩
和
ケ
ア
講
演
会

　

が
ん
患
者
の
痛
み
を
緩
和
し
、
家
族

と
と
も
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で

き
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
緩
和
ケ
ア

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

題
名　

「
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た

い　

が
ん
患
者
・
家
族
と
関
わ

る
ポ
イ
ン
ト
」

講
師　

Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院

　
　
　

緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師

　
　
　

松
谷　

由
美
子

日
時　

10
月
16
日(

土)

　
　
　

午
後
２
時
～

会
場　

大
朝
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
役
場
大
朝
支
所
と
な
り)

主
催　

芸
北
地
域
保
健
対
策
協
議
会

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
無

料
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
課
地
域
介
護
係


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

■
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
の
乱
用
を
根
絶
し

ま
し
ょ
う
！

　

10
月
・
11
月
は
「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
運
動
月
間
」
で
す
。

　

麻
薬
や
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
、
乱
用

者
自
身
の
心
身
を
む
し
ば
む
ば
か
り
で

な
く
、
各
種
の
犯
罪
・
事
件
・
事
故
を

引
き
起
こ
し
、
社
会
に
も
大
き
な
不
安

を
与
え
て
い
ま
す
。
乱
用
を
防
止
す
る

に
は
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し
く
認
識

し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
不
正
な
薬
物
に

「
近
づ
か
な
い
」、「
近
づ
け
な
い
」
こ

と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

　

み
ん
な
で
、
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
の
乱

用
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
！

問　

保
健
課
健
康
増
進
係


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

■
役
場
各
課
直
通
電
話
番
号

が
変
わ
り
ま
し
た

　

役
場
各
課
に
直
接
つ
な
が
る
電
話
番

号
が
変
わ
り
ま
し
た
。
各
課
へ
直
接
電

話
を
か
け
る
場
合
は
、
以
前
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
番
号
で
は
な
く
、
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト

の
０
５
０
‐
５
８
１
２
か
ら
は
じ
ま
る

電
話
番
号
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
役
場
代
表
電
話
番
号
の

０
８
２
６
‐
７
２
‐
２
１
１
１
や
各
支

所
の
代
表
電
話
番
号
は
従
来
ど
お
り
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
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保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問



■
農
振
農
用
地
区
域
の
除
外
・
編
入
等

　

町
で
は
、
農
業
の
振
興
と
優
良
農
地

確
保
の
た
め
に
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
を
整
備
し
、
農
業
の
た
め
に
使
う

土
地
を
農
振
農
用
地
区
域
と
し
て
定
め

て
い
ま
す
。
農
用
地
区
域
内
に
あ
る
田

･

畑
・
牧
草
地
な
ど
は
、
農
業
を
す
る

た
め
の
土
地
と
し
て
農
業
関
係
施
策
を

総
合
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
所

定
の
手
続
き
を
し
な
い
で
宅
地
や
資
材

置
場
な
ど
農
業
以
外
の
用
途
に
使
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
転
用

す
る
場
合
に
は
、
ま
ず
農
用
地
区
域
か

ら
除
外
す
る
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

農
振
除
外
を
す
る
た
め
に
は
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
農
地
以
外
に
使
う
計
画
が
明
確
で
あ

り
、
他
に
代
替
す
べ
き
土
地
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
。

②
農
用
地
の
集
団
化
、
農
作
業
の
効
率

化
そ
の
他
土
地
の
農
業
上
の
効
率

的
か
つ
総
合
的
な
利
用
に
支
障
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
な
い
こ
と
。

③
た
め
池
、
用
排
水
施
設
等
土
地
の
保

全
ま
た
は
利
用
上
必
要
な
施
設
の

機
能
に
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
な

い
こ
と
。

④
土
地
改
良
事
業
等
の
公
共
事
業
の
受

益
地
に
つ
い
て
は
、
工
事
完
了
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
８
年
を
経
過
し

て
い
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
除
外
、
編
入
、
用
途
変
更
の

申
し
出
を
10
月
に
受
け
付
け
ま
す
。

　

農
振
計
画
の
変
更
に
は
、
５
～
６
ヶ

月
の
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
計
画
を

お
持
ち
の
方
は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　

10
月
１
日
～
10
月
29
日

問　

産
業
課
農
業
振
興
係　


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

■
農
薬
適
正
使
用
講
習
会

　

安
心
、
安
全
な
農
産
物
の
供
給
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
昨
今
に
お
い
て
、

町
内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
直
売
所
農
産

物
の
安
心
、
安
全
を
確
実
な
も
の
と
す

る
た
め
、
農
協
の
協
力
の
も
と
農
薬
適

正
使
用
講
習
会
を
順
次
、
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

産
地
と
し
て
の
「
北
広
島
町
」
の
名

を
損
な
わ
な
い
た
め
に
も
、
北
広
島
町

内
で
展
開
さ
れ
て
い
る
直
売
所
農
産
物

の
安
心
、
安
全
を
担
保
す
る
仕
組
み
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

　

具
体
的
に
は

①
農
薬
適
正
使
用
に
係
る
研
修
会
の
定

期
開
催

②
生
産
履
歴
記
帳
の
徹
底
と
提
出
の
義

務
化

③
履
歴
の
検
証
体
制
の
確
立　

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
家
の
皆
様
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問　

産
業
課
農
業
振
興
係


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

■
そ
ば
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

 

「
そ
ば
」、「
豊
平
」
を
題
材
と
し
た
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
さ
れ
た
作
品
を

審
査
し
、
幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生
、
一

般
の
各
部
門
で
「
大
賞
」
を
決
定
し
ま

す
。
受
賞
者
に
は
直
接
通
知
し
、
11
月

20
・
21
日
の
そ
ば
ま
つ
り
会
場
で
表
彰
し

ま
す
。
応
募
作
品
は
、
本
人
の
も
の
で
未

発
表
の
作
品
１
点
に
限
り
ま
す
。
作
品
に

関
す
る
権
利
は
、
応
募
と
同
時
に
主
催

者
に
帰
属
し
、
作
品
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
応
募
作
品
は
広
告
宣
伝
の
目
的
で

使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
規
定　

は
が
き
大
か
ら
Ａ
５
サ
イ

ズ
ま
で
の
紙
（
縦
横
自
由
）
に
描
い

た
絵
。

応
募
締
切　

11
月
６
日
（
土
）

　

郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法　

氏
名
（
ふ
り
が
な
付
き
。

小
学
生
以
下
の
場
合
は
保
護
者
氏
名

も
記
入
）、
性
別
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

団
体
名
（
学
校
名
な
ど
）、
年
齢
（
学

生
の
場
合
は
学
年
も
）、
電
話
番
号
、

絵
の
タ
イ
ト
ル
を
記
入
し
、
は
が
き

か
封
書
で
郵
送
す
る
か
、
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

そ
ば
ま
つ
り
と
よ
ひ
ら
実
行

委
員
会
そ
ば
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
係

〒
７
３
１
‐
１
７
１
２

北
広
島
町
都
志
見
２
６
０
９

　
　

そ
ば
ま
つ
り
と
よ
ひ
ら
実
行
委
員
会

　


０
８
２
６
‐
８
４
‐
１
２
３
４

アザレアからのお知らせ

☆ 第５回アザレアみんなのまつり開催 ☆
１０月３０日　土曜日　（少雨決行）　８：３０より

アザレアセラミック湯　無料開放　１１：００～１9：００

少年サッカーの大会を中心に（マーチングバンド演奏等）

昼食は５００円　アザレアカレーセット（サラダ食べ放題付）

アザレア千代田・千代田運動公園
　　  お問い合わせ ０８２６‐７２‐７５００

広告

熱心に耳をかたむける参加者

広報９月号広告欄のアザレアからのお知らせについて、「朝食バイキ
ング」は「昼食バイキング」の誤りでした。訂正してお詫び申しあ
げます。

問
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保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ



　

県
立
農
業
技
術
大
学
校
は
熱
意
あ
ふ

れ
る
生
徒
を
募
集
中
で
す
！

費者トラブル

◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）

　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０８２６ - ７２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

Stop 消

懸賞サイトに

応募したら…

■
労
使
紛
争
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　

広
島
県
労
働
委
員
会
で
は
、
公
益
委

員
、
労
働
者
委
員
、
使
用
者
委
員
の
三

者
構
成
に
よ
り
、
公
平
な
立
場
で
労
使

紛
争
（
労
働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
間

の
紛
争
を
含
む
）
の
円
満
な
解
決
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。

　

ご
利
用
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
で
す

の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

広
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　

県
庁
東
館
７
階


０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
１
６
２

相談

　懸賞サイトに応募するため、メールア

ドレスを登録したら「100 万円が当たっ

た」と当選メールが入った。受け取りに

はポイントが必要で 400 ポイント（１

ポイント 10 円）をクレジット購入した。

その後何度もメールのやり取りはしてい

るがポイントばかり減り当選金がもらえ

ない。だまされたのだろうか？

アドバイス

　真面目な懸賞サイトがある一方、はじ

めから個人情報の取得やポイントを買わ

せることを目的とした偽の懸賞サイトが

あります。「当選メール」は、出会い系

サイトとつながりがあるとも言われてい

ます。受取人は当選金が受け取れると信

じポイントを購入したりしますが、手続

きのやり取り等で購入したポイントを使

い果たし、料金が高額になる場合があり

ます。もちろん当選金はもらえません。

　懸賞サイトにはやみくもに応募せず、

サイトの内容をよく確認する事が大切で

す。もし「メールの受信にポイント購入」

などの条件が出た場合は不審なサイトの

可能性があるので関わらないようにしま

しょう。ポイントの購入についてもクレ

ジット決済や振り込みは禁物です。

▲広島県立農業技術大学校校舎

　

一
般
入
試
（
前
期
）

　
　

平
成
22
年
11
月
26
日
～
12
月
10
日

　
　
　
　
　
　
　
　

試
験
日
12
月
21
日

　

一
般
入
試
（
後
期
）

　
　

平
成
23
年
２
月
18
日
～
３
月
４
日

　
　
　
　
　
　
　
　

試
験
日
３
月
16
日

　

一
般
社
会
人
特
別
入
試
（
前
期
）

　
　

平
成
22
年
９
月
１
日
～
９
月
30
日

　
　
　
　
　
　
　
　

試
験
日
10
月
15
日

　

一
般
社
会
人
特
別
入
試
（
後
期
）

　
　

平
成
23
年
１
月
４
日
～
２
月
４
日

　
　
　
　
　
　
　
　

試
験
日
２
月
18
日

問　

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校

〒
７
２
７
‐
０
０
０
３

　

広
島
県
庄
原
市
是
松
町
55-

１


０
８
２
４
‐
７
２
‐
０
０
９
４

■
県
立
農
業
技
術
大
学
校
学
生
募
集

　

新
し
い
農
業
・
農
村
を
創
造
す
る
若

者
の
学
園
、
広
島
県
立
農
業
技
術
大
学

校
で
学
び
ま
せ
ん
か
。

　

将
来
農
業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
人

及
び
農
業
・
農
村
の
担
い
手
を
目
指
す

人
を
募
集
し
ま
す
。
実
地
に
活
か
せ
る

農
業
の
基
本
技
術
や
先
端
技
術
を
習
得

で
き
ま
す
。

募
集
定
員

　

40
名
程
度
（
野
菜
・
花
き
、
果
樹
、

　
　
　
　
　
　

肉
用
牛
）

応
募
受
付
期
間
・
試
験
日

　

推
薦
入
試

　
　

平
成
22
年
10
月
１
日
～
10
月
15
日

　
　
　
　
　
　
　
　

試
験
日
10
月
26
日
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■
第
５
回
北
広
島
町
民
大
運
動
会

　

第
５
回
と
な
る
北
広
島
町
大
運
動
会

を
開
催
し
ま
す
。
全
町
挙
げ
て
の
大
運

動
会
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。
盛
大
な
大
運
動
会
に
し
ま
し
ょ

う
。

期
日　

平
成
22
年
10
月
24
日
（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

　
　
　

※
雨
天
中
止　

場
所　

北
広
島
町
豊
平
総
合
運
動
公
園

　
　
　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

プ
ロ
グ
ラ
ム

徒
競
走
か
ら
大
玉
こ
ろ
が
し
、

地
域
対
抗
リ
レ
ー
な
ど
、
み

ん
な
で
楽
し
く
参
加
で
き
る

競
技
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

○
バ
ザ
ー
出
店
に
つ
い
て　

　

バ
ザ
ー
の
出
店
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
の
締
め
切
り

　

平
成
22
年
９
月
30
日
（
木
）

　

出
店
申
込
書
は
各
支
所
自
治
振

興
課
に
あ
り
ま
す
の
で
最
寄
り
の

支
所
で
申
込
書
を
受
け
取
り
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
提
供
す
る
食
品
に
よ
っ

て
保
健
所
の
指
導
に
よ
り
出
店
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問　

北
広
島
町
民
大
運
動
会
実
行
委
員
会


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
２
２

■
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

小
中
学
生
無
料
招
待

　

広
島
県
内
の
市
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
・
物

産
展
を
試
合
会
場
で
行
う
フ
レ
ン
ド

リ
ー
タ
ウ
ン
事
業
の
一
環
と
し
て
、
球

団
が
町
内
在
住
の
小
中
学
生
を
無
料
で

招
待
し
ま
す
。
北
広
島
町
は
、
10
月
24

日
の
試
合
で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
そ
の

試
合
の
観
戦
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
企

画
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
24
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
キ
ッ
ク
オ
フ

対
戦
相
手　

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

対
象

　

町
内
在
住
の
小
中
学
生
・
高
校
生

　

町
内
在
住
又
は
通
勤
の
保
護
者
を
含

む
大
人

料
金

　

小
学
生
・
中
学
生　
　
　
　
　

無
料

　

高
校
生　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
円

　

大
人　
　
　
　
　
　

１
千
６
０
０
円

受
付
期
間

　

10
月
１
日
（
金
）
～
14
日
（
木
）

申
込
必
要
事
項

　

住
所
・
名
前
・
学
校
名
・
学
年
・
保

護
者
名
・
連
絡
先

問　

企
画
課
地
域
振
興
係


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

正
し
く
飼
っ
て
い
ま
す
か
？
犬
と
猫

　

ま
た
、
犬
の
所
在
地
や
飼
い
主
が

変
わ
っ
た
時
、
死
亡
し
た
時
に
も
届

出
が
必
要
で
す
。

◎
飼
い
犬
が
人
を
咬
ん
だ
時
は

　

広
島
県
動
物
愛
護
管
理
条
例
に
よ

り
、
犬
が
人
の
生
命
又
は
身
体
に
害

を
与
え
た
時
は
、
飼
い
主
は
そ
の
旨

を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
飼
い
犬
が
人
を
咬
ん

だ
場
合
は
た
だ
ち
に
役
場
町
民
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
猫
は
な
る
べ
く
室
内
飼
い
に

　

猫
を
野
外
に
出
す
と
、
フ
ン
や
尿
、

鳴
き
声
、
他
人
の
土
地
で
の
い
た
ず

ら
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
交
通
事
故
や
ノ
ミ
、
ダ

ニ
予
防
の
た
め
に
も
猫
は
な
る
べ
く

室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

問　

町
民
課
環
境
管
理
室


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
４

◎
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
で
す

　

犬
の
放
し
飼
い
は
、
広
島
県
動
物

愛
護
管
理
条
例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
「
短
時
間
だ
か
ら
」
「
朝
夕

の
散
歩
の
た
め
」
な
ど
の
理
由
で
、

犬
を
放
し
て
い
ま
せ
ん
か
。「
う
ち
の

犬
は
悪
さ
を
し
な
い
」
と
思
っ
て
い

る
の
は
、
飼
い
主
さ
ん
だ
け
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
犬
が
人
に
迷
惑
を
か
け

た
り
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
し
な

い
よ
う
に
、
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま

し
ょ
う
。

◎
犬
の
散
歩
は
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う

　

道
路
や
河
川
敷
、
公
園
な
ど
公
共

の
場
所
や
、
他
人
の
土
地
に
フ
ン
を

放
置
し
て
近
隣
の
住
民
の
方
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
必
ず
フ
ン
の
後
始

末
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
の
登
録
、
注
射
、
死
亡
な
ど
の

届
出
を
忘
れ
ず
に

　

犬
の
登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
新

た
に
飼
い
始
め
た
時
（
子
犬
は
生
後

90
日
を
過
ぎ
た
時
）
は
、
30
日
以
内

に
登
録
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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■
行
政
相
談
週
間

　

あ
な
た
の
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
、
国
の
行
政
に
関
し
て
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、
納

得
で
き
な
い
、
こ
う
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
っ
た
こ
と
を
感
じ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
総
務
省

の
「
行
政
相
談
」
は
、
国
の
行
政

に
関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を

解
決
す
る
と
と
も
に
、
行
政
運
営

の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
活
動
で

す
。

　

10
月
18
日（
月
）か
ら
24
日（
日
）

ま
で
の
１
週
間
は
「
行
政
相
談
週

間
」
で
す
。

　

北
広
島
町
で
は
「
行
政
相
談
週

間
」
中
の
22
日
（
金
）
午
前
９

時
か
ら
午
後
３

時
ま
で
千
代
田

中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
行
政

相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
ま
た
、

定
例
の
行
政
相

談
所
も
各
地
域
で
開
設
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問　

総
務
課
総
務
係


０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１

問　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　    ０５０‐５８１２‐１８５６
　   ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

９月７日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

医療法人 明和会 介護支援専門員、看護師（正・准）

医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）、介護職

株式会社エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理師・清掃・接客・配膳

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師

株式会社 どんぐり村 接客

北広島町豊平病院 薬剤師

セブンイレブン 千代田インター店 店内接客

特別養護老人ホーム やまゆり 介護職

今井運送 株式会社 大型ウイング運転手

新広島ヤクルト販売株式会社 千代田センター 食品販売

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 レストラン店長候補・ホール・厨房スタッフ

株式会社 新宮 広島市場 営業

へんぽこ茶屋 移動販売車での実演販売

八剣伝 千代田店 接客業

中国木材 株式会社 製材加工要員

㈱ジャパン・エンジニアリング・ワークス 溶接職

広島北ホテル 調理師・フロント・ホール・カウンター・レストラン

株式会社大上自動車工業 千代田工場 電装工・塗装工

株式会社タック 交通誘導警備員

㈱タカキベーカリー千代田工場 物流・製造・放送・印字・計量等

ガスト広島千代田店 接客・調理等

株式会社 玉屋金属 プレス工

株式会社 ひろし本店 調理補助・配達

太田川森林組合 造林夫

美和運送 株式会社 運送業

有限会社 カーステーション織田 一般事務・自動車整備士

Excel そり（デオデオ大朝店 ) 事務・電気工事

有限会社 ハタヤ 千代田工場 印刷業

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

道

◆聖湖マラソンの取材に行ってきました

が、さすがは今年の夏。八幡高原でも暑

いものは暑いのでした。例年ならもう少

し涼しい環境なのでしょうが、ランナー

の方も暑さ対策に苦労しているようで、

走り終えると決まって「暑かった」と口

にしていました。ただ、会場の熱気は気

温以上で、大会関係者の熱意に関しては、

参加者も大満足のようでした。

［８月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,393 人 （－１）

    男 9,756 人 （＋１）

    女 10,637 人 （－２）

    世帯数 8,329 世帯 （－２）

>>> Energy saving 省エネのススメ

>>> Population 人口と世帯

>>> Editor's postscript 編集後記

聞いてみて

地球のひめいが

聞こえるよ

人情報コーナー求
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行く秋の灯火、
キバナアキギリ

高原からの花便り　№68

　

遠
目
に
見
る
苅
尾
の
緑
が
少
し
く
す
ん
だ
色

に
見
え
る
頃
、
ブ
ナ
林
の
林
床
は
急
い
で
冬
支

度
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
あ
る
も
の

は
葉
を
落
と
し
、
あ
る
も
の
は
実
を
実
ら
せ
て

い
る
中
で
、
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
の

が
キ
バ
ナ
ア
キ
ギ
リ
で
す
。

　

キ
バ
ナ
ア
キ
ギ
リ
は
高
さ
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
に
な
る
多
年
草
で
す
。
レ
モ
ン
の
よ
う

な
黄
色
の
花
は
紅
紫
色
の
小
さ
な
彩
り
が
美
し

く
、
暗
い
ブ
ナ
林
の
中
で
目
立
ち
ま
す
。
草
原

で
見
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
や
や
湿
っ
た
と

こ
ろ
や
日
陰
を
好
む
よ
う
で
す
。
短
い
地
下
茎

で
株
が
増
え
る
の
で
、よ
く
群
生
し
て
い
ま
す
。

　

黄
花
秋
桐
と
い
う
名
前
は
、
ア
キ
ギ
リ
に
似

て
黄
色
の
花
を
咲
か
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
キ
バ
ナ
ア
キ
ギ
リ
も
ア
キ
ギ
リ
も

シ
ソ
科
の
植
物
な
の
で
、
花
そ
の
も
の
は
キ
リ

と
は
全
く
異
な
り
ま
す
。
た
だ
、
ア
キ
ギ
リ
の

花
は
紫
色
で
、
花
の
集
ま
り
が
円
錐
型
に
な
る

と
こ
ろ
は
、
な
る
ほ
ど
キ
リ
の
花
が
咲
い
た
姿

に
似
て
い
ま
す
。
キ
リ
は
、
織
物
の
地
紋
や
工

芸
品
、
家
紋
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
、

古
く
か
ら
好
ま
れ
て
き
た
植
物
で
す
か
ら
、
わ

ず
か
な
類
似
が
名
前
の
由
来
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

キ
バ
ナ
ア
キ
ギ
リ
の
ラ
テ
ン
語
名
は
「
日
本

の
サ
ル
ビ
ア
」
で
す
。
花
を
よ
く
見
る
と
、
学

校
の
花
壇
な
ど
に
植
え
ら
れ
る
サ
ル
ビ
ア
と

そ
っ
く
り
で
す
。
花
の
先
端
か
ら
飛
び
出
し
て

い
る
の
が
雌
し
べ
で
、
雄
し
べ
は
花
の
中
に
包

ま
れ
て
い
ま
す
。
花
の
蜜
を
求
め
る
昆
虫
が
、

下
か
ら
付
き
出
し
た
花
弁
に
止
ま
っ
て
花
に
入

ろ
う
と
す
る
と
、
そ
の
力
で
雄
し
べ
が
せ
り
出

し
、
花
粉
が
虫
の
背
中
に
付
く
し
く
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
は
、
花
壇
の
サ
ル
ビ

ア
の
花
を
小
さ
な
棒
な
ど
で
押
さ
え
る
と
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

季
節
を
急
ぐ
よ
う
に
咲
く
花
は
色
々
と
あ
り

ま
す
が
、キ
バ
ナ
ア
キ
ギ
リ
の
花
は
「
行
く
秋
」

を
強
く
印
象
づ
け
ま
す
。
そ
れ
は
来
る
べ
き
紅

葉
の
季
節
を
前
に
し
て
、
少
し
寂
し
い
ブ
ナ
林

の
中
に
灯
さ
れ
た
明
る
い
灯
火
の
よ
う
な
黄
色

の
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）
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